
— 1 —

椨 瑞希子・ビルギッテ リーデル（Birgit Riedel）

祖父母（シニア）世代の子育て支援意識の日独比較研究（１）
― 日独における世代間交流事業の現在 ―

要旨
超高齢社会における地域の子育て世代，大学（生），祖父

母（シニア）世代の協働方策を探る研究の一助として，日

本に次ぐ速度で高齢化の進んだドイツとの比較に着手し

た。その第一報として，本稿では，「ドイツ青少年研究所」

のリーデル（Ms.Birgit Riedel）研究員によるドイツの世代

間交流の現状報告と，それとの関連でみた日本の状況を示

す。家族間の相互支援の増大や，連邦政府の地域世代間交

流支援事業「多世代ハウス」（Mehrgenerationenhaus）の

モニタリング結果等，ドイツにおける最新の調査データが

示唆するところは大きい。

１. 日独比較研究の目的と本稿の構成
平成 27 年 4 月の「子ども子育て支援新制度」始動から 1

年半を経た今日，保育拡充策が急速に推進される一方で，

高齢化進展への対策は一時棚上げされたかのように見え

る。しかし，生産年齢人口の縮減が進む中，改めて介護と

保育を同時に視野に入れた地域の取り組みが必要であろ

う。本研究は，世代間の地域協働方策探究の一助として，

高齢者の子育て支援意識を調査するとともに，日本に次ぐ

速度で高齢化の進んだドイツとの比較を通して，日本にお

ける世代間関係の特質を探ることを目的とする。

本稿は，その第一報である。平成 28 年 5 月 12 日に開催

した講演会「ドイツにおける多世代交流と子どもたち」（於：

お茶の水女子大学）の記録に加えて，文献を通してみた日

本における世代間関係研究の現状を述べた。講演記録は，

通訳を交えた録音をもとに椨が再話し，当日使用したスラ

イド日本語版をそこに適宜組み込んで構成している。

講演者ビルギッテ・リーデル氏の所属するドイツ青少年

研究所（Deutsches Jugendinstitut）は，連邦政府の社会政

策策定に係わる調査の代表的な受託機関で，その調査報告

書は連邦の家族・子ども政策に多大な影響を及ぼしている

といわれる。講演会の司会は，小玉亮子教授（お茶の水女

子大学）が担当し，講演後は参加者との間で質疑応答及び

情報交流を行った。

「祖父母世代の子育て支援日独意識調査」は，後述の「松

戸市調査」の国際比較版として企図され，前川財団家庭教

育研究助成（平成 27年 9月～ 28年 6月）により実現した。補

助事業期間中に，本講演会の他，訪独聞き取り調査（平成

28年 3月），並びにベルリンのケア職員養成専門大学運営法

人「青少年余暇教育技術協会」（Technische Jugendfreizeit- 

und Bildungsgesellschaft gGmbH）との交流（平成 28 年

4月），関連文献収集，質問紙のドイツ語版の作成まで終了

している。

この研究は，超高齢社会における多世代協働に必要な知

識と方策を，日独研究者が相互に関連施設・組織を訪問し，

知見を交流しながら探ろうという国際研究の試みでもあ

る。この分野の国際研究自体は新しいものではない。2006

年には，「世代間交流国際フォーラム・国際研究集会」（日

本世代間交流協会，ペンシルバニア州立大学，信州大学共

催）が開かれ，国の違いを超えて世代間交流のあり方や意

義が論じられている。しかし，各国研究者相互の直接的・

継続的学び合いの共同研究は，まだ多いとはいえない。

比較対象をドイツとしたのは，①先進国の中にあって，

日本に次ぐ高齢化率を示すこと，②日本よりはるかに緩や

かとはいえ，高齢化速度が速いことによる。ドイツ連邦政

府の日本への関心も高く，家族政策省のサイトには厚生労

働省との連携が表明されている１）。

２．ドイツにおける世代間交流の現在
　　－リーデル氏講演記録より－

世代間事業－新世代の事業か？
Intergenerationale Dienste – eine neue 
Generation von Diensten?

興味深いテーマについてお話しできるのを大変うれしく

思います。ドイツは日本から多くのことを学べるのではな

いかと考えています。

午前中，非常に印象深い施設を見学しました。「しょう

わ」という介護老人保健施設です。介護を必要する高齢者
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のデイサービスだけでなく，0 歳～ 12 歳の子どもも保育し

ています。機会があればぜひ見てください。

（1）家族における世代間関係の現状
日本とドイツには少子高齢化という共通の問題がありま

す。高齢者が増えて若い人が減っている。日本の方がその

傾向がより急激ではありますが，ドイツでもその問題は大

きいのです。家族という点では，結婚する若い人が減って

きており，子どもを産まない人も増えています。離婚する

人も増えている。家族というものが，昔ほど安定していな

いのです。そのような状況の下で，世代間の連帯をどのよ

うに保ち，維持するのか。どうしたら連帯をもてるのかが

課題になっています。

これから，ドイツにおける多世代間関係構築の取組みに

ついてお話します。最初にドイツの家族の在りようと変容

についてお話しし，次に家族政策に係わって重ねられてき

た論議のテーマと，家庭の内外での世代間連携支援施策を

紹介します。最後の話題は，連邦政府による多世代ハウス

事業です。

家族の世代間関係は，どのようなものであるか？

・ ほとんどの親は子どもと密接な関係を持ち，3 分の 2

は，家族の関係は（非常に）良好と報告している

・ 祖父母も重要な存在で，42％は，少なくとも週に一度

は孫と接触を持っている

・ 家族における世代間関係には，互いに助け合っている

という特徴がある

・ 日常の手助けは若い世代が行うことが多いが，こう

いったケースは昔よりも減っている

≪ Deutscher Alterssurvey（年齢に関する調査）2008 年参照≫ 

世代間の関係にはいろいろな形があると思います。ドイ

ツでも世代間の交流，助け合いは頻繁に行われています。

一緒に住んでいるケースも，少なくはない。世代間の衝突

や緊張関係でうまくいっていないというのは，メディアで

騒がれていることであって，一般にはそうではありません。

世論調査の結果では，50％以上が「家族の関係はうまくいっ

ている」，子どもが成人してからも「その関係は良好なまま

続いている」という考える人たちが 50％以上です。20 歳～

29 歳の 3 分の 2 が，「祖父母から恩恵を受けている。学ぶ

ことや利益を得ることがある」と答えています。

講演図表１．家族における各世代の関係の現状
 

: Grünheid und Scharein 
2011 




講演図表２．世代間での関係の持ち方は多様 
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近年，孫と祖父母世代がつながりをもつことが，一時よ

りも増えています。それは高齢化と関係しています。寿命

が延びて，孫と祖父母が同時期に生きている期間が長くな

り，孫，曾孫と出会い，共に過ごせる人たちが増えている

からです。一緒に住んではいないけど接触をもつ機会が多

く，祖父母世代は孫と週１回会っている例が多いのです。

会うだけでなく，互いに助け合っていることも多い。たと

えば，子や孫が祖父母から金銭的援助を受ける，若い世代

が祖父母宅の庭の手入れをするといったような日常的な助

け合いです。祖父母が孫の世話をする。若い世代が高齢の

祖父母宅へ遊びにいく。ちょっとしたお手伝いのこともあ

れば，場合によっては介護ということもあります。関係の

持ち方は実に多様です。

図表 2 の 18％というのは，「子どもが親の介護をする」割

合です。5 人に１人が親の介護をしています。子どもが年

取ればとるほど，介護する割合は増えています。ただし，

日本と同様，７％は「介護は自分でやります」といい，半

数は「助けることはできるが，ずっと介護をすることは無

理」，36％は「仕事をしている関係で面倒をみるのは無理」

と答えています。

孫の面倒をみることに関しては，私たちが行った調査に
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よると 3 歳までの子どもの 3 分の 1 が，週に１回，数時間

程度，祖父母に面倒をみてもらっています。祖父母の 3 分

の 2 が，何らかの形で孫の世話をしています。祖父母は，

親，保育園・幼稚園といった保育施設に続く第３の柱とし

て，大きな役割を果たしているのです。私の母も，祖父母

がいなかったら仕事ができませんでした。

そのわりには，孫と祖父母の関係はあまり研究されてい

ません。ヨーロッパ全体の調査では，「双方の生活の質，健

康にとって，極めて重要な関係である」ことを示すデータ

があります。祖父母が孫と接触すると，生活の質と満足度

が上がるという結果は，ヨーロッパのどの国でも出ている

のです。祖父母であることは，社会における高齢者に対す

る，数少ないプラスのイメージでして，祖父母自身も，孫

との関係は生活を豊かにしてくれると実感しています。

講演図表３．�祖父母が６歳未満児の面倒を見ている割合　
住まいの距離に分けて比較（両親による回答）

Betreuung durch Minimale Entfernung zu den Großeltern 
Großeltern

Im Haushalt  Bis zu 1 Stunde Weiter Gesamt

Gehminuten

Ja 49,3 33,8 8,8 34,9

Nein 50,7 66,2 91,2 65,1

Gesamt 100,0 100,0 100,0 100,0

Quelle: AID:A - DJI-Survey 2009. Unter 6-Jährige mit mindestens einem 
lebenden Großelternteil, n = 5165, gewichtete Daten DJI 2006

5165  

 

15  
 1

一方，成長していく子どもや孫にとっても，祖父母世代

は，身近で大切な人であることが多い。祖父母は，仕事や

学校のストレスを抱えた子や孫に対して，落ち着いて向き

合える。和ませる雰囲気があるし，長年の信頼関係もあり

ます。訪ねていくと心が落ち着くというのは，結構重要な

ことです。子どもには育てる責任があるから厳しく接した

としても，孫には責任がないから甘やかす。「あなたがいて

くれるから幸せ」という祖父母の一言がとても大事だった

りします。祖父母は，理想的なケースでは，生活のさまざ

まな面での不足や欠落を補う何かを，子や孫に提供するこ

とができるのです。

（2）取り巻く諸条件の変化

講演図表４．1985 年からのドイツにおける離婚数の推移（千単位）
1985  




2015 






 





いま世代間の関係を取り巻く条件や環境が大きく変わっ

てきています。異なる世代の人たちが密に接触する機会は，

だんだん希薄になっています。理由のひとつに挙げられる

のは，家族のつながりのもろさです。ドイツでは離婚率が

高く，結婚した人の３分の 1 が離婚しています。離婚によっ

て辛い思いをするのが子どもです。片方の親としかつなが

りがもてなくなる。同時に祖父母とのつながりも希薄に

なってしまいます。

いまひとつは，地理的な距離です。親の仕事の関係で祖

父母から遠いところに住むこともあります。それでもまだ

ドイツでは同居が 15％あり，比較的近いところに住んでい

るケースが多いといえます。祖父母の住居から歩いて 10 分

程度に住んでいる例が 34％と最も多く，1 時間以内が 31％，

それ以上離れているケースが 20％です。移民も多いので，

祖父母が違う国に住んでいる場合もあります。

講演図表５．�生年別，東西ドイツにおける子どものいない
女性の割合（2012 年）



 

 





2014


子どもがいない人も増えていて，大学卒の女性は子ども

を産まないケースが多いのですが，最近，少し状況が変わ

りつつあります。
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（3）世代間の関係構築のための施策
祖父母と子どもが会う機会がなくなった社会はどういう

ものか。経験が共有できない，伝統や文化が次の世代に継

承されないといわれます。そこでドイツでは次のような施

策が推進されています。事業には３つの柱があります。「時

間」「資金」「インフラ提供」です。

講演図表６．世代間の関係構築のための施策

Zeit  Geld  

Dienste  
/

（ ）

時間というのは，介護のための時間です。ドイツでは，

半年間は仕事を中断して介護に専念することができます。

高齢者だけでなく，障害をもつ子どものためであってでも，

半年間休む権利がある（「介護時間法」2006 年施行）。それ

とは別に，働く時間を短縮して介護する権利を 2 年間にわ

たって認める法律（「家族介護時間法」）が 2012 年から施行

されました。2015 年には両者を統合して，2 年間はどちら

も使える「改正家族介護時間法」が施行されました。この

法律によって初めて親戚や身近な人の面倒をみる，介護で

きるようになったという人がいます。

資金というのは，在宅の要介護の高齢者に対して，サー

ビス給付または金銭給付（介護手当」）が行われることで

す。介護手当でヘルパーさんにきてもらうことや，面倒を見

てくれる親戚にお金を払うこともできるようになりました。

（4）世代間事業の事例：多世代ハウス
インフラのひとつが，多世代ハウスです。家族，多世代

の人たちがネットワークをつくるための事業です。一緒に

住む家ではなく，いろんな世代の人が利用でき一緒に何か

をやれる交流センターを多世代ハウスと呼んでいます。ド

イツには，もともとクラブや交流団体がたくさんあり，そ

れぞれの組織ごとに余暇活動，スポーツなどを行うのが活

発です。しかし，地域が希薄になり，つながりが失われて

きた今，地域に住む異なった世代の人たちが交流する機能

がない。それを多世代ハウスに持たせようというわけです。

たとえばお母さんと子どもが親子クラスで遊んでいる。そ

の後ろで高齢者の人たちがお茶を飲む。高齢者がインター

ネットの使い方を教えてもらう。チェスを異世代でやる。

手芸コースにいろんな世代の人たちが一緒になってやって

いる。アクティブな高齢者たちのフィットネスなど。写真

は，多世代の交流センターで行っている活動例です。

講演図表７．世代間事業例多世代ハウス

多世代ハウスはドイツでは連邦家庭省が期間限定で推進

中のプロジェクトです。国からの資金で運営されていて，

現在全国に４５０か所あります。昔は地域の中に当然のよ

うにあった助け合いのネットワーク，たとえば，「ちょっと

の間，子どもを見ていて」とか，高齢者の方が医者にいく

ときに「連れて行って」とか，それを多世代ハウスで行お

うということです。

多世代ハウスは個性的です。地域によってニーズもリ

ソースも違う。決まりの形はないのですが，共通するのは，

より身近で助け合い，日常的に多世代一緒にいましょうと

いうことです。出会いの場をつくることによって自然発生

的な交流が生まれるわけです。また，高齢者がボランティ

アとして活動できる場も提供される。高齢者にできること

もあるのに，専門性を生かす機会がない。それを提供する

機会にもなっています。多世代ハウスは助けを必要として

いる人と，助ける人たちとの出会いの場も果たしたいと考

えているのです。

講演図表８．平均的多世代ハウス
. 
〔 〕 
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多世代ハウスの重要なポイントは２つ，誰にもオープン

な出会いの場であること。会員になる必要はなく，誰でも

が訪れ，お茶をして…。出会いの場としてカフェがありま

す。多世代ハウスには，事業を考えるコーディネーターが

います。この人は職員で，それ以外はボランティアで行わ

れていることが多い。

もうひとつは多世代ハウス以外の機関，組織，相談所，

介護施設，小学校，幼稚園と接触をもって，情報交換する

ことです。「敷居が低い」ことがキーワードですが，取り組

みを通じて互いに知りあいネットワークができる。ボラン

ティア活動をしたいという時に，行ってもらえるところを

紹介できる，といった横のつながりを大切にしています。

人気があるのはちょっとしたことです。「子どもの面倒を見

て」と依頼があれば「はいはい，おじいちゃん，おばあちゃ

んがいってあげます」とか。宿題のお手伝いや介護の手伝

い，プログラム講師などもあります。

講演図表９．利用者の構成

講演図表 10．年代別活動頻度

図表9は450の多世代ハウスの年齢別利用者の割合です。

結構，いろいろな世代の人たちが利用していることがわか

ります。利用者でもっとも多い年代は「30 ～ 50 歳代」。次

に「50 ～ 65 歳代」。「65 歳～ 85 歳」の高齢者の利用もかな

りあります。

図表 10 は，多世代ハウスで活動するアクティブな人，カ

フェなどでボランティア活動をする人の年代を示していま

す。30 歳から 65 歳までが活発です。年金受給年齢が 65 歳

ですので，65 歳以上の人には時間はあるのですが，同じ年

齢の人たちと一緒に活動したり，それ以上の人の介護にあ

たったりするケースがあり，若い世代のためのボランティ

ア活動の担い手として活発とはいえないのです。

（5）結果と今後の展望

多世代ハウスは，多様な活動と交流関係を可能にす

る，世代間交流のきっかけづくりの実験場である。しか

しながら，限界も明らかになった。高齢者と若者は，た

やすく一緒に集まることはない。世代間の関係を持つた

めには，共通のテーマと主観的に重要（長期的）なつな

がりが前提となる。時間のある高齢者が多忙な家族の負

担を軽減してくれるだろうという単純な思惑が，思いど

おりになるのは一部だけである。

これからの展望についてですが，多世代ハウスは，関係

をつくり，地域のつながりを密にする点で意味があります。

交流の場でもある。そういう役割は果たしています。しか

し，限界もあります。高齢者がなかなかボランティアとし

て率先して活動してくれない。多世代ハウスといっても同

世代の人たちが固まって何かをするのが普通でして，自然

発生的にいろんな世代の人が一緒にワイワイするようなこ

とは，なかなか起こらないということです。

国家が提供する福祉事業は，介護なら介護というように

個別の目的にあった社会事業であり，必ずしもそれがニー

ズにあっているとは言い難い。多世代ハウスでは，日常生

活に密着して，敷居が低いというのがひとつのキーワード

です。それぞれニーズにあったものを提供できるというこ

とです。今ひとつは助けあいです。オープンに，誰でもが

自分の経験を生かすことができる。参加や参画ができるこ

とが多世代ハウスの付加価値です。家族とプロ，ボランティ

アが互いにからみあって協力しあうことが特徴ではないで

しょうか。
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多世代ハウスは，国家の社会福祉事業では必ずしも行

き届かない，日常生活に密着した敷居の低い支援や，家

族と高齢者の生活のつながりに対応したサービスを提

供している。

多世代ハウスは，装備や道具による支援以上に，互い

に責任を持ち，互いを気にかける学びあう共同体という，

活気ある環境の中に存在することに付加価値がある。

多世代ハウスは，対話型で参加指向型での新世代の社

会福祉事業である。注目されるべきは，個人が費用を引

き受けながら，公的責任が拡張される点ではない。公共

と個人，プロとボランティア，家族，国と社会が互いに

かみ合っていく様子が認められる点である。

昔はプロならプロ，ボランティアはボランティアと分か

れていたのが，家族をボランティアが助けることによって

家族がホッと息をつく。介護から解放される。元気を取り

戻す。からみあう，協力しあうことでの関係がひとつの目

指すところです。私の子どもの頃を振り返ると家族は家族

の中で何かをし，家族の中でできない時は保育園でお世話

になりましたが，そこではプロの保育士が面倒をみていて

家と園とがはっきり分かれていた。今は保育園や幼稚園に

おじいさん，おばあさんが行って読み聞かせをする。ボラ

ンティアが幼稚園に入るようになった。そこがつながりの

例ではないかと思います。

これで私の話は終わります。ご静聴ありがとうございま

した。

≪質疑応答・情報交換≫
参加者A　私は地域にコミュニティ機能をもたらす社会教

育の仕事をしています。多世代ハウスの施設はどうしてい

るか教えてください。日本では少子化が進み，小中学校が

統廃合して子どもが通わなくなった施設を提供するという

ことがありますが…。

ビルギッテ　新しい建物を建てることもなくはありません

が，既存のものを使っています。家庭教育センターとかレ

クリエーションの社会教育団体やクラブがあって，かつて

クラブだった建物を利用したり，公民館で使われていたの

を多世代ハウスにしたりしています。

参加者A　財源はどうなっていますか。建物はメテナンス

費用がかかりますし…。職員の給与は国から出ているので

しょうか。

ビルギッテ　日本は学校を地域のために開放するのです

ね。それはドイツではありません。家庭支援センターや児

童館とかを利用することが多い。そういった施設に多世代

ハウスを併設することもあります。財源は施設の運営形態

によって違いますが，常に公的な資金からの財源です。自

治体から出ていることが多いのですが，福祉団体や教会か

ら出ることもある。多世代ハウスは国のプロジェクトです

ので，運営費の一部は国からも出ています。多くはなく，

1.5人分くらいの人件費です。日本に多世代ハウスはありま

すか？

参加者A　豊島区で中学校のＰＴＡがボランティアでお金

を出資してやっています。多世代ハウスを目指すような取

り組みです。

参加者B　多世代ハウス・モデルのようなコレクティブハ

ウスしたいと思って，まさに家のモデルで考えていますが，

学生なので，施設を運営していくのは難しくて。参加者が

増えていくヒントをお話いただければと思います。

ビルギッテ　それは，多世代で住む住居をめざして？

参加者B  そうではなく，そこに参加する形を考えています。

ビルギッテ　交流の場を考えているということですね。ど

んな施設も新しい施設は，まず知ってもらうことが大事で

す。ドイツでも，最初から多世代ハウスが理解されたわけ

ではありません。もともと家庭センターや児童館，交流セ

ンターだった施設があり，そこを利用していた子どもや家

族はその場所を知っていたから，子育て世代へのアクセス

は簡単だった。高齢者のためにはどうしたか。広報活動と

して，パンフレットを配ったり，地元のイベントやストリー

トフェスティバル，町内会の祭りなどに参加して知らせたり

しました。孤立を避け，横のネットワークをもつ。いろんな

人が活動している団体，グループと繋がることによって他で

活動している人たちにも知ってもらうことが大切です。

参加者C　退職された方がなかなか活動に参加できないと

のこと。そういう方たちに参加してもらうことが大事かと

思いました。

ビルギッテ　確かに子どもを産む年齢も高くなり，親も長

寿になり，子育てが終わると親の介護があったり，子育て

と同時に起こったりする。サンドウィッチ世代です。同時

期に起こることが大きな問題だと考えます。しかし介護も

子育ても，1 人で全部負担するのではなく，他のサービス

や他の人に負担を分散させるモデルを考えるといいのでは

ないかと思います。

参加者D　私も祖母と一緒に暮らして祖母が友だちのよう

です。両親よりも近い特別な存在です。老人になっていく

と子どもに帰っていく。大人の忙しい時期を経て，やがて

子どもに近づく。意図的に多世代が交流できる場を設けて

いるのは，そういう考え方があるからでしょうか。

ビルギッテ　その考えは保育所や幼稚園，家庭にもありま
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すが，さらに高齢の方をいろんな形で取り込む考えはあっ

ていいと思います。午前中に見た日本の施設では，高齢介

護を必要としている人たちの横に子どもたちがいました。

参加者E　留学生ですが，自国の学校では必ず，上の世代

の人を呼んで戦争の話を聴きます。戦争を経験した人と話

をするのは必要だと考えられています。歴史の理解しなけ

ればいけない，と。

ビルギッテ　戦争を体験した人はどんどん亡くなって減っ

てきている。ドイツでも戦争の証言者，経験した人が語り

部として子どもたちに話すプロジェクトを，国も応援して

います。ドイツには強制収容所があって，そこで生き残っ

た人たちから体験談を聞いたりします。若い世代は，西ド

イツと東ドイツが分断されていた時代も知らないわけです

ね。そこで，経験した人たちが東西ドイツについて語ると

いうこともあります。

参加者F　韓国からの留学生です。去年，65 歳以上の人口

が５人に 2 人になりました。韓国では核家族で親と一緒に

住む人たちが少ない。子どもをみてくれる人がいないから，

子どもを産むのを躊躇する。それが少子化につながってい

ます。高齢者が 1 人で住んでいて誰も知らないで亡くなる

とか。ドイツではそれに対して政策的なことがありますか。

ビルギッテ　私は 51 歳ですが，私の世代は子どもを産むか

仕事を選ぶかで迷った世代です。家庭と仕事の両立に関し

て戦ってきました。今の若い世代は，それは改善され，同

僚をみても働きながら子どもをもつ人が増えています。

1 年半前にドイツでは「子どもは保育を受ける権利をもつ」

と決まりました。親が子どもを「入れたい」というと，自

治体は必ず場所を提供しないといけない。それで保育施設

が増えました。企業は家庭にやさしいとはいえないけれど

も，フレックスタイムを導入し，短時間労働や育休がかな

り充実しています。男性も取得し，家庭の両立のための取

り組みが増えています。

参加者G　保育園で働いています。海外と比べ，日本の高

齢者は新しい付き合いを求めない。海外の方は歳をとって

も新しい人付き合いを求めている。高齢者が子どもの勉強

をみたり，手芸を教えたり…。新しい人と知り合っていく

意欲，意識がないと前に進んでいかない。日本では，知ら

ない方と身内のような付き合いを求めることが少ないので

はないか。交流は，難しいなと感じました。

ビルギッテ　ドイツでも他の人と関係をもちたくないとい

う，社会から引きこもるような人は確かにいます。けれど

も多くの人は退職する前に退職後の人生の準備をしてい

て，健康を保つには社会的なコンタクトをもつことが重要

であると調査結果からもわかっています。保育園の子ども

の頃から社会的コンタクトをもつことが楽しいと，その頃

から育てることが必要ではないかと思います。

３．日本における世代間交流の現在
（１）内閣府の国際比較調査にみる日独世代間関係

リーデル氏の講演は，ドイツにおける世代間関係と連邦

政府主導の多世代交流推進事業の現状を，数量的なデータ

を示しつつ，個人的な経験も交ながら伝えている。その記

録は，内閣府が実施してきた国際比較調査の結果を補い，

ドイツの現状についてより実践的で具体的な知見をもたら

すものと考える。そこで以下に，「第 8 回高齢者の生活と意

識に関する国際比較調査」（平成 27 年度内閣府）より，本

稿と関連するデータをいくつか拾っておく。

図表 1．老後における子供や孫との付き合い




図表 1 は，子どもや孫との付き合い方についての日独高

齢者の意向を示したグラフである。日本では，「いつも一緒

に生活できるのがよい」と答えた者の割合が 4 分の 1 を超

える。それに対しドイツでは，「一緒に生活」を選択した者

は日本より 10％以上少なく，「ときどき会うのがよい」と

答えた者が約 20％多い。程よい距離を重視していることが

分かる。

図表２．家族との同居の状況（男女別）




もっとも，図表 2 に見るように，日本では子や孫と同居

する者が 40％を超えているから，本人が望む以上に付き合
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いが多くなっている可能性がある。同居率の高さは，それ

が 6.5％に過ぎないドイツとはまったく異なる世代間交流

意識を，日本の高齢者の間に育んでいるのかもしれない。

図表３．別居している子供との接触頻度




では，日独の高齢者は，同居していない子どもとはどの

ような付き合いをしているのだろうか。それを示している

のが図表３である。公開された報告書では，グラフの凡例

の指示線がずれていたので表の数値に照らして修正し，点

線で示してある２）。同居率の低いドイツでは，ここに子や

孫との交流の度合いが反映している。ドイツでは，日本に比

べるとかなり頻繁に子どもと行き来していることが分かる。

図表４．ボランティア活動への参加状況（男女別）







家族以外との交流の様子がうかがえるのが図表４であ

る。高齢者のボランティア活動への参加状況を示している。

「全く参加したことがない」者の割合は，日独ともに 40％

を大きく超えており，スウェーデン・アメリカのほぼ 2 倍

である。そうではあるが，日本の高齢者の「地域行事，ま

ちづくり活動」等への参加率は，ドイツの高齢者の 3 倍近

い。「近隣の公園や通りなどの美化活動」は 4 倍以上であ

る。ドイツの高齢者の地域交流について，興味を覚えると

ともに，日本の高齢者の地域活動のありようを，より丁寧

に探っていく必要を感じさせるデータである。

（２）日本の世代間交流に関する先行研究
高齢者と子どもの関係については，平成 12 年（2000 年）

の介護保険法施行を控えた世紀転換期に，いっとき大きな

関心の高まりをみた。

たとえば村山陽ら「東京都健康長寿医療センター研究所

社会参加と地域保健研究チーム」は，全国紙３紙（朝日新

聞，読売新聞，毎日新聞）を対象に「世代間交流事業」に

関する 339 記事を抽出し，記事量と内容の変化を調べ，交

流事業に対する社会的な関心の変遷を捉えようとした。そ

れによると，掲載記事数は 1990 年代終わりより増え始め，

2002 年をピークに減少傾向に転じ，2008 年を境に増加に転

じている３）。聖徳大学においても，平成 15 年度文部科学省

の学術フロンテイア推進事業の採択を受けて「生涯学習の

観点から『少子高齢社会の活性化』に関する総合的研究」

という大型プロジェクトに取り組んだ実績がある。その成

果は，平成 16（2004）年から平成 20（2008）年にかけて，

部門（統括，第１～第５）ごとに報告されている４）。

全国的な動きとしては，平成 16（2004）年 5 月に「日本

世代間交流協会」が発足（Ｈ 18 年特定非営利活動法人化）

し，平成 18 年 8 月には米国ペンシルバニア州立大学，信州

大学と共催で世界 9 か国からの参加者を得て「国際フォー

ラム・国際研究集会」を開催している。そのレジュメ集５）

は，当時の関心の高まりをよく伝えている。

世代間交流の実態に迫る出版物も，Cinii ブックス掲載

データに見る限りではあるが，平成の初め頃から増えてい

る。その１つが，「日本社会事業大学国際長寿センター」が

平成 10（1998）年 12 月に実施した調査の報告書『「老人と

子ども」統合ケア』である。実態のマクロ調査として，全

国の市町村と東京特別区の中から層化無作為抽出法で選ん

だ 1000 自治体に質問紙を送り，370 か所から回答を得てい

る。調査結果６）から，以下のことが分かる。

①空間的側面： 21.9％が何らかの「施設の併設（隣接を

含む）」を実施している。市町村規模の大きな自治体

ほど実施率が高く，東京特別区と政令指定都市では

94.1％に上る。

②文化等活動面：45.9％が何らかの交流事業を，日常的

または定期的に実施。交流活動の内容別実施率をみる

と，「幼児 - 高齢者」という組合せの施設間交流が中心

で，実施内容も「伝統芸能や遊び等の伝承」に片寄る

傾向がある。

この時期，さまざまな調査研究が世代間交流の意義を明

らかにする一方で，交流事業のその後を懸念させる状況も

生じていた。老人クラブの退潮傾向である。先の国際長寿

センター報告書では，老人クラブや老人会こそが，子ども

４ 校 2017.03.3 09:19４ 校 2017.03.3 09:19 通し No. 14

P001-010_生涯_椨瑞希子_4校.indd   8 17/03/03   9:31



— 9 —

祖父母（シニア）世代の子育て支援意識日独比較研究（１）

を対象とした高齢者の活動の主要な担い手であることを示

していたが，新聞には次のようにある。

◆�ひととき「やせ細る老人会」に反響／新たな役割問い

なおす

…老人クラブは，おおむね 60 歳以上を会員とする地域の

お年寄りの自主的な集まり。健康づくりや趣味の集いな

どお年寄り自身の生活を豊かにする活動と，環境美化な

ど地域に貢献する活動が主な目的で，終戦直後から全国

に広がり出した。全国老人クラブ連合会によると，01 年

３月現在，約 133,000 クラブで会員は 874 万人。ピーク

の 98 年 3 月と比べると 1147 クラブ，13 万人減っている。

連合会の兼子久事務局長は「80 年ごろは 60 歳以上の半

分が入っていたが，今は 30％ぐらい」という。【2002 年

3 月 29 日朝日】

老人クラブはその後も減り続け，直近のデータによると

約 106,000 クラブ，会員数約 606 万人である７）。

４．まとめ
冒頭で述べた松戸市調査は，正式には「祖父母（シニア）

世代の子育て支援力に関する基礎研究」（代表　椨瑞希子）

という。聖徳大学短期大学部が千葉県松戸市と連携して，5

年計画で推進している「信頼と共感でつなぐ“ふるさと松

戸”づくり−多主体間協働で－」（文部科学省補助「地≪知

≫の拠点整備事業」）の一環である。保育科では，“ふるさ

と松戸”づくり事業として，「松戸子育てカレッジ」を平成

27 年 9 月に開校しており，松戸市調査は，その教育プログ

ラム開発・充実に向けた研究プロジェクトのひとつである。

開始に先立って，聖徳大学倫理委員会宛に倫理審査申請書

を提出してある。

松戸市調査は，50 代～ 70 代のシニア層を「祖父母世代」

と名付け，この世代を対象に質問紙調査と聞取りを行い，

その子育て支援意識を探ろうというものである。質問紙調

査については，すでにふたつのグループを対象に実施済み

である。その詳細と結果については，後日，稿を改めて報

告する予定である。

図表５は，日本の人口の推移と今後の推計値を示したも

のである。団塊の世代はすでに労働市場から退場し，労働

市場への新規参入者は，出生数の伸び悩みから縮減の一途

をたどっている。

そうした状況の中，若年層の非正規雇用化の進展に伴い，

子育て世代の共働きが一般化し，大都市を中心とする保育

所需要を押し上げている。潜在ニーズは大きく，定員を増

やすと待機児童数が増えるという。待機解消を目指して保

育所増設が急がれる中，保育士不足は深刻で，人手や経験

の不足による保育の質の低下が懸念される。

図表５．日本の人口推移図表５．日本の人口推移

筆者は，団塊世代のパワーへの期待と今後の地域づくり

協働への希望を込めて，「祖父母（シニア）世代の子育て支

援意識調査」に取り組んでいる。「子ども子育て支援新制

度」における「地域型保育給付」の新設は，地域ニーズの

実態に即した柔軟な保育サービスの提供を目指すものであ

り，祖父母（シニア）世代の参画を十分に可能にしている

からである。

しかし，それが容易くないことをドイツの経験は教えて

くれる。すなわち，高齢者は血縁のない地域の多世代交流

とか若年層支援などには関心が薄いことや，ただ一緒にい

るだけでは世代間交流は起こらないことなど，リーデル氏

の講演から学んだことは多い。

注
１）�20 .06 .2016 Hintergrundmeld ing Gemeinsam 

Lösungsansätze entwickeln（https://www.bmfsfj.de/
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